
 

～この部分は、学校だよりのタイトルをお願いします～ 

 

 

 

通級指導教室とは 

 保護者のみなさんが小・中・高校生だったころには無かった学校内の教育施設に『通級

指導教室』があります。「名前は聞いたことがあるけど、どんなところ？」と思われる方も

多いかもしれません。ここは、子供たちが学校や社会に出てからも心地よく過ごせるよう

になるための「学びの場」です。 

○どんなことを学ぶのか？  

 ・心地よい生活を送ることができるよう、人との適切な関わり方や、社会のルール・マ

ナーを学ぶところです。 

 ・わかることやできることを増やして、自分のよさを感じられるようにするところで

す。 

 ・自分自身についての理解（自己理解）を深めるところです。自己理解が深まると、 

対人関係の向上につながると考えられています。 

○そして、指導後には・・・（通級指導担当者から） 

 ・通級指導教室で学習している内容や様子を、保護者や学校、担任にお知らせします。 

・家庭、学校（学級）、通級指導教室での生徒のあらわれについて共通理解を図り、よ

りよい支援を考えていきます。 

【指導後の流れ（図）】 

 

 

 

 

 お子さんが「ちょっとやりにくそうだな？ 困っているのかな？」と感じることはあり

ませんか？ 学校生活（集団生活）の中で、困り感を持っているように感じることがあり

ませんか。 

その困り感を解決する手助けをするのが『通級指導教室』です。週 1 時間を目安に指導

を行います。（利用者が多く満員の場合は、回数が減ることもあります。） 

保護者の方で「うちの子も相談できるのかな？」と思われたら、お気軽に学校へご相談

ください。《実際の入級にあたっては諸手続きが必要となるため、お時間をいただく場合が

ございますことをご承知おきください。》             （文責 渡辺健幸） 
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中体連やコンクールを迎える３年生へ向

け、激励会を開催しました。２年生が中心と

なった縦割り別での練習に、初めは戸惑い

ながらも、本番は見違えるほど迫力のある

応援を披露しました。終了直前には「２年生

の、ちょっと待った！」のサプライズで感謝

のエールを送り、学校全体が温かい雰囲気で包まれました。 

中体連では、見事県大会への切符を掴み取った部活がある一方、惜しくも涙をのんだ部活も

ありました。しかし、勝敗に関わらず、全員が最後まで全力を尽くした姿は誇らしく、後輩たちの

目にしっかりと焼き付いています。３年生の皆さん、感動をありがとう！中体連の結果について

は次号でお知らせします。 

 

 

昨年度より図書室の環境整備を支えてくださっている図書ボラン

ティアの皆様。今年度は新たな試みとして、昼休みに「読み聞かせ」

を行っていただきました。今回読んでもらったのは、伊豆の国市の民

話『城山の大蛇』。集まった生徒たちは、地域に伝わるお話に目を輝

かせながら、ボランティアの遠藤さんの温かい語りかけにじっと聞き

入っていました。貴重なお時間をありがとうございました。 

学校薬剤師の柄田浩孝様（1・3 年対象）と大仁ライオンズクラブの皆

様（2 年対象）をお招きし、薬学講座を開催しました。 医薬品の正しい使

い方から違法薬物の危険性まで、学年に応じたお話をいただきました。

特に 2年生の講座では、生徒や教員がロールプレイで劇を演じ、薬物の

危険性が決して遠い世界の話ではなく、身近に潜んでいることを実感を

もって学びました。 依存症の予防として「心の不調を感じる前に人に相

談する」ことの大切さも学んでいます。ぜひご家庭でも話題にしてみてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5/20〜5/29の期間に３年生の保護者参加のＰＴＡ「あいさつ

運動」が行われました。 

どの生徒も気持ちの良いあいさつができ、中には遠くからでも聞

こえる大きな声であいさつをしてくれる生徒もいて、元気に登校

する姿が見られました。 

次回 10月は２年生の保護者、1月は 1年生の保護者のあいさ

つ運動になりますのでご協力お願いします。   （ＰＴＡ広報部） 


